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 【背景】現在の日本の小児医療においては，養育者の意向に沿った治療が行われることが多く，子供自身に
直接，意思確認することや意思決定をするための支援が十分ではない。国内外をみても意思尊重のために看護
師が使用できるツールはない。このような背景を踏まえ，看護師が臨床場面で子供と養育者の意思を尊重する
際に役立つエビデンスに基づいたツールを初めて作成することにした。ツールが活用できれば子供と養育者が
医療者に意思を尊重され，それを認識することができ，看護師がこれまで以上に主導的に子供と養育者の意思
を尊重する支援が可能となると考える。 
【目的】1．病気や障害をもつ子供と養育者が意思を尊重された医療を受けられているのか現状を把握し，そ
の結果に基づいて看護師が使用する子供と養育者の意思を尊重するための支援ツールを作成する。 
2．病気や障害を持つ子供と養育者の意思を尊重するための支援ツールを用いることで，看護師が子供と養育
者の支援を主導的に実施できるか検証する。 
3．病気や障害を持つ子供と養育者の意思を尊重するための支援ツールを用いることで，看護師が行う意思を
尊重する実践に変化が生じるか検証する。 
【結果】子供，養育者，看護師，医師のインタビュー内容を質的帰納的に分析した結果，子供や養育者は自ら
の意思を医療者に伝えられずにいること，医療者を相談者として認識していないこと等が明らかになった。さ
らに，子供と養育者の意思を尊重すべき場面は，選択が必要なとき（①検査・処置の場面，②治療方法・方針
の決断や選択が必要な場面），子供の日常が変化する時（③入院決定時，④退院前や在宅移行時，⑤疾病管理
が養育者から子供に移行する時）の 5場面を抽出し支援ツール（子供用，養育者用）を作成した。さらに，支
援ツールの効果検証では，看護師はツールを使用したことで子供や養育者から反応を得ており，ツールの使用
が効果的な支援につながることを実証できた。さらに，支援ツールの使用は自身の意思尊重の認識が変化した
だけでなく，自分以外の看護師や看護チームの変化も期待できると感じており副次的効果も確認できた。 
【結論】作成した支援ツールの使用は，子供と養育者に医療者の役割や意思表示の重要性の認識と自らの意思
の表明を促し，それらが意思を尊重される支援に繋がることを実証し，看護師が子供と養育者の意思尊重を主
導的に行うことが可能となると推察された。 
